
本市独自の要件を満たす優良な開発に対して，開発に係る費用の補助や，容積率の緩和等
の支援を行う。

ウォーカブルな空間の形成に向けた民間開発への支援の概要「宇都宮市都心部まちづくり貢献開発支援事業」

制度名 市街地再開発事業 優良建築物等整備事業※１ 総合設計制度

支援の内容 事業費＋容積率緩和 事業費＋容積率緩和 容積率緩和

補助対象

・既存建物除却等費
・共同施設整備費※２
・補償費等
・調査設計計画費 等

・既存建物除却等費
・共同施設整備費 ※２
・補償費等 ※３
・調査設計計画費

補助額
各補助対象の２/３
(国１/３，市１/３)※４

上限：総事業費の１/２

各補助対象の２/３
(国１/３，市１/３) ※４

上限：総事業費の１/３ ※５

要件

・壁面後退等の「公共貢献メニュー」に取り組むこと（裏面表１）
・地区計画等の「まちづくりのルールづくり」に取り組むこと（裏面表２）
・費用便益分析結果における費用便益比が，１．０を超えるものであること
・国の制度要綱に適合すること 等

その他 再開発プランナー等の専門家を派遣するなど，事業化に向けた検討も支援

╓

ⱱ ᶇ

ḩḓḭᴻ
・「高次都市機能誘導区域」内における民間開発を対象
・今後１０年間において，当該区域内のまちなかのシンボル空間や駅周辺の交通結節点，
大通り沿線などを「重点エリア」に設定し，本市が事業を推進（なお，重点エリアにつ
いては，引き続き拡充なども検討）

※１ 優良再開発型共同化タイプ及び都市再構築型に限る
※２ 駐車施設の整備費は、原則として附置義務台数のみが対象
※３ 「公共貢献メニュー」の基準１の要件を満たす事業が対象
※４ 「公共貢献メニュー」の基準１の要件を満たす事業は，嵩上げ措置有
※５ 「公共貢献メニュー」の基準１の要件を満たす事業は補助の上限を１/２に引き上げ

建物低層階への都市
機能等の導入
（飲食，物販，
オフィス，市民活
動・交流施設等）

街なか景観の形成
（大谷石や県内産木材の活用、
ガラス張り等）

壁面後退、オープン
スペースの整備

コミュニティの維持形成
（エリアマネジメント等）

交通結節機能の充実
（シェアサイクルポート
の整備等）

敷地等の緑化
（空地内や壁面の
緑化等）

共同荷さばき場
の整備

脱炭素向上設備等
（BELS取得、太陽光発電
システム等）

バリアフリー設備
（赤ちゃんの駅、
段差の解消等）

防災施設等の整備
（浸水対策施設，
支援物資倉庫等）

デジタル基盤の整備
（デジタルサイネージ、
公共wi-fi等）



(基準１) 市街地再開発事業
優良建築物等整備事業

(基準２) 優良建築物等整備事業 (基準３) 総合設計制度

No.1 建物低層部への都市機能等の導入 【必須】
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【努力】
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No.2 街なか景観の形成 【必須】
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No.3 共同荷さばき場の整備 【必須】
⌐ ∆╢⁹

【必須】
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No.4 駐車施設の大通りへの出入口の抑
制

【必須】
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No.5 壁面後退 【必須】
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No.6 オープンスペースの整備 【必須】
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【努力】
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No.7 コミュニティの維持形成 【努力】
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No.8 自治会加入の促進 【必須】
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No.9 防災施設等の整備 【必須】
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No.10 バリアフリー設備 【必須】
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No.11 脱炭素向上設備等 【必須】
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No.12 デジタル基盤の整備 【努力】
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No.13 交通結節機能の充実 【必須】
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No.14 敷地等の緑化 【必須】
─ ╛ ─ ─ ╩ ℮⁹

No.15 花と緑のまちづくり 【必須】
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No.16 駐車施設の削減（条例による設置
台数の最低台数有り）

【必須】
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目 的 市街地再開発事業 優良建築物等整備事業 総合設計制度

まとまりのある地区において，まちづくりを推進するため，街区
単位の指定を基本とし，周辺へ取り組みを波及させる。

都市計画（高度利用地区等）に敷地や建物等に
関する事項を定める。

着工までに地区計画又は，建築協定の認可により，
敷地や建築物等に関する事項を定める。

地区計画又は建築協定等の策定に努める。

※1 立地適正化計画に定める都市機能 ※2 まちの機能：卸売業・小売業、飲食サービス業、生活関連サービス業（理容・美容）、アミューズメント等


